
英作文を書かせた。2時間目は、1時間目に生徒が書き上げた英文を基に，ペアでフィードバック

をする活動に取り組ませ、作文内容の改善を図った。3時間目には、前時に行ったピアフィードバ

ック活動を基に、英作文を再度書かせた。その後、どの内容が膨らんだのかなど、ペアと詳しくコ

メントし合う活動を行った。 

② 英語によるライティングに対する意識に関するアンケート調査の実施  

 第 2学年の生徒を対象に、英語のライティングに対する意識調査を事前アンケート、事後アンケ

ートで実施した。また両方のアンケートに加えて、ペア活動に対する自由記述を行なった。 

4.  結果と考察 

（1）英作文の英文数について 

前期 1回目の平均英文数は 5.04文、ピアフィードバック活動後 2回目の平均英文数は 8.19文と

一人当たり平均 3.15文、比率では約 1.6倍に増加し、同様に後期 1回目の平均英文数は 5.8文、

ピアフィードバック活動後 2回目の平均英文数は 7.84文となり、一人当たり平均 2.04文、比率で

は約 1.3倍と増加している。結果から、日本語でマインドマップを書かせ、ピアフィードバックで

指摘し合う授業実践は、英文数の増加に有意に効果があるといえる。 

（2）英作文の英単語数について 

前期 1回目の平均英単語数は 28.96語、ピアフィードバック活動後 2回目の平均英単語数は

46.33語と、一人あたり平均 17.37語、比率で言うと約 1.6倍増加し、同様に、後期 1回目の平均

英単語数は 31.16語、ピアフィードバック活動後 2回目の平均英単語数は 48.08語と、一人あたり

平均 16.92語、比率で言うと約 1.5倍増加している。結果から、日本語でマインドマップを書か

せ、ピアフィードバックで指摘し合う授業実践は、英単語数の増加に有意に効果があるといえる。 

（3）意識調査の結果と考察 

ライティングの自己効力感に関する結果を表 4に示す。4つの質問項目において、大きく数値

が変化している項目は見受けられなかった。これはピアフィードバック活動を通じて多くの英作

文に多く触れ、分自身のライティングと他者のライティングを比べたことで、自己の課題点に対

する気づくことが多かったことが要因だと考えられる。 

5.  研究成果と課題 

本実践研究により、英作文の英文数と英単語数に関して、1回目から 2回目にかけて有意に増

加したことから、対象の中学生にマインドマップを書かせ、ピアフィードバックを相互に行うラ

イティング活動の実践は、英文数だけでなく英単語を有意に増加させることが示された。 

 本研究を通して今後の課題となる点が見られた。ピアフィードバック活動におけるペア編成で

ある。学力差や人間関係によって活動中にコミュニケーションを取れていない生徒が見られたた

め、グループ活動など、活動形態の検討が必要となるだろう。また、長期的にピアフィードバッ

ク活動を継続し、英語のライティングや英語学習自体に対して、どのような意識の変化が見られ

るのか調査する必要がある。 

6.  参考文献 

（1）中央教育審議会 (2016).「外国語ワーキンググループにおける審議の取りまとめ」 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/058/siryo/attach/1365080.htm 

（2）山尾晃平 (2017). 学習効果を実感させ，生徒の自己効力感 を高める授業:ピア・フィード

バック活動を通して英語学習への志向性を高める 東京学芸大学教職大学院 年報, 6, 109-120. 

 

社会参画の視点を生かした学級づくり 

－クラス会議の実践を通して－ 

 

生田目 克紀 

教育実践高度化専攻児童生徒支援コース 

１． 主題設定の理由 

近年の急変する社会情勢に適応できず，不登校児童生徒や大人の引きこもりの数が増加してい

る。学校教育の中でそうした問題に対して，何かできることはないかと問題意識をもっていた。 

その問題の解決のキーワードとして考えたのが「社会参画」である。所属する集団に率先して

関わろうという社会参画の視点が育まれれば，刻々と変化していく社会に対しても，主体的に関

わることができるようになり，上述した問題の解決に迫ることができると考えた。 

２． 研究の内容 

(1) 研究のねらい 

学級における実践的なクラス会議の実施方法と実証的な成果の検証方法を考案し，実施する

ことを通して，社会参画の視点をもった児童を育み，望ましい学級づくりの方法について究明

する。 

(2) 研究の仮説 

学級において，クラス会議を定期的，日常的に実施していけば，社会参画の視点をもった児

童が育ち，望ましい学級づくりができるであろう。 

(3) 基本的な考え方 

① 社会参画とは 

小学校学習指導要領特別活動編(平成 29 年告示)には「『社会参画』とは，よりよい学級・

学校生活づくりなど，集団や社会に参画し，様々な問題を主体的に解決しようとする視点で

ある」と述べられている。そこから，本研究における社会参画の視点をもった児童の姿を「ク

ラスの一員として主体的にクラスに関わり，よりよいクラスにしていくための諸問題を自発

的，自治的に解決しようとしている」と定義する。 

② 社会参画の視点をもった児童を育てるために 

小学校学習指導要領特別活動編には，社会参画に必要な資質・能力が育まれるためには「集

団の中において，自発的，自治的な活動を通して，個人が集団へ関与する」機会を設定する

ことが必要であると述べられている。学級集団の中で，「個人が集団へ関与する」「自発的，

自治的な活動」として，話合い活動を取り入れていく。その方法として，アドラー心理学を

もとに考えられた話合いの方法であるクラス会議を実践する。 

③ クラス会議について 

アドラー心理学では，他者とのつながりの重要性を説いていて，学校教育における人間関

係形成に有効であることが多数の先行研究から実証されている。 

クラス会議には，いくつかの特徴がある。それは，議題の持ち方が個人の課題もあり得る

ことや，結論がクラス全体での合意が必要とされないことなどである。それは，クラス会議
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の目的が問題の解決ではなく，児童同士のつながり感覚の育成にあるからである。クラスの

問題解決をねらうのではなく，クラスみんなで話合いたいことを決定し，解決を目指す過程

において，クラスメイト同士が「仲間」と認識でき，仲間同士がつながっていくことをねら

いとし，クラス会議を実践する。 

３． 研究の実践 

(1) 対象 茨城県Ｘ小学校 第５学年Ｙ組 37名（男子 21名，女子 16名） 

(2) 対象期間 2022年４月〜2022年 11月 

(3) 実態分析の手立て 「小学生版共同体感覚尺度」「コンプリメントの記述の分析」 

(4) クラス会議の実施方法 

本研究では，クラス会議を図１のように実践した。

①のように，ICTを活用し，会議の前に児童が自由な

時間にコンプリメント（クラスメイトのよいところを

伝え合う）と議題解決策を PC上で記入し，自分の考

えをもって会議に参加することで，会議参加への心理

的安心感をもてるようにした。②によって児童間の優

劣をなくし，平等性と対等性を保証することをねらっ

た。③によって，児童が日常の中でクラスメイトのよ

さを見つける視点をもてるようにした。④によって，

自分の意見がクラスメイトの役に立ったという有用

感やクラスメイトのおかげで問題解決ができたとい

うつながり感覚を得ることができると考えた。 

４． 研究の結果と考察 

(1) 小学生版共同体感覚尺度の結果から 

小学生版共同体感覚尺度を４月と 11月に実施した。それらの平均値を対応ある t検定で比較

し，クラス会議の効果を測定した。「貢献感」「所属感・信頼感」「自己受容」の下位尺度での結

果は，「所属感・信頼感」において有意な上昇が見られた。４月の時点ですでに各質問項目の平

均値が 4.29と高い値であったにも関わらず，有意な上昇が見られたことは，クラス会議の実践

が所属感・信頼感の向上に有効な手立てであることが言えると考える。 

(2) コンプリメントの分析から 

児童のコンプリメントの記述を見ると，自分に近い友達との趣味の話題から，自分には直接

関係のない，クラスのための行為をよいこととして取り上げるようになったり，自分がまちが

っていたことをクラスメイトから指摘されたことを「よいこと」として認識するようになった

りしていた。クラスメイトを仲間として捉えるようになってきたことが分かった。 

５． 研究の成果と課題 

クラス会議の実施によって，クラスへの所属意識が高まり，クラスの出来事を自分ごととして

とらえる児童が増えていくことが分かった。本研究の特徴の１つである ICTの導入によって，児

童に心理的安心感や教師に見通しをもたせ，クラス会議の実践を容易にする効果が見られた。 

会議実施のための時間の確保は課題である。より効果的で実践的な方法を今後も引き続き検討

する。 
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図１．クラス会議の実践方法 
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